
健康・医療・福祉 

●サンビレッジの定期券の管理について 

Ｑ． 

私は障害者なので障害者割引の定期券を購入しております。スポーツジムの入口で定

期券を「定期券置き場」に置きます。健常者の方も同様に定期券は「定期券置き場」に

置きます。 

帰るときに、なぜか緑色の障害者定期券だけ、担当者が少し見えない所で管理して、

私に手渡ししてくれます。 

健常者と障害者で定期券の管理を別にするのは、悪気はないのでしょうが違う意味で

差別です。 

そもそも障害者は定期券が緑色というのも差別のようですが、スポーツジムという場

所柄、障害者が怪我しないように、という配慮はわかりますが、健常者は白、障害者は

緑、という分け方は乱暴ではないでしょうか。 

障害者には同じ色で「障」とか、字を書くだけで良いはずです。 

障害者の定期券の管理と色について改善を求めます。 

差別のない市政にしてください。 

（令和 8年 3月受付） 

 

Ａ． 

 御意見いただきました、当施設における定期券の色や管理につきましては、必要な配

慮や安全管理を行うために、障がいのある方が御利用されていることを認識しやすくす

るとともに、接客する職員が交代する際にも正確な情報共有を図る必要があることから、

区別させていただいているものであります。 

決して差別をするものではありませんので何卒御理解ください。 

今後、券の色につきましては、使用料減免の都合上、別途作成している緑色の定期券

を券売機で発券される券の色にできるだけ近い色に変更し、職員が認識できるような印

を付けるなど、御意見を参考に改善させていただきたいと存じますが、管理方法につき

ましては、職員が交代で対応させていただくことも踏まえ、速やかにかつ正確に情報共

有を図り、必要な配慮や安全確保を行う必要がありますことから、これまでと同様に、

職員が一旦お預かりさせていただき、お帰りの際に手渡しでお返しさせていただきたく

存じますので、重ねて御理解くださるようお願い申し上げます。 

（令和 8年 3月 17日回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



健康・医療・福祉 

●男性への HPVワクチン接種への助成について 

Ｑ． 

新発田市は女性への HPVワクチン接種への助成を行っており、感謝しております。 

私には娘と息子がおります。HPVワクチンは「積極的勧奨」のため、接種を控える女

性もいるかと思いますが、娘と会話をして理解してもらい接種してもらいました。 

HPV ワクチンは「癌（子宮頚がん）を予防できる唯一のワクチンである。」と言う事

は理解が得られてきているかと思います。 

ですが、「女性だけでなく男性もワクチン接種をする事でパートナーの子宮頚がんを

予防できる。」と言う事を理解している方は少ないように思います。 

私は息子が推奨年齢になった時には、息子とも会話をして理解を得て接種してもらい

たいと考えています。 

「子育てするならやっぱり新発田」を旗印にしている新発田市、ぜひ男性（男児）へ

の助成も検討してほしいと強く願います。 

既に男性への HPVワクチン接種の助成をしている自治体もあるかと思います。令和 8

年度から助成が始まる自治体もあるようです。新発田市も是非ご検討のほど、よろしく

お願いいたします。 

（令和 8年 3月受付） 

 

Ａ． 

 御要望をいただきました男性へのＨＰＶワクチン接種に対する公費助成について回

答いたします。 

当市はこれまで、子宮頸がんで苦しむ方をなくすためにＨＰＶワクチンの定期接種、

キャッチアップ接種の勧奨を積極的に進めてきたところであります。 

この度、お寄せいただいたＨＰＶワクチンの男性接種による子宮頸がん予防について

の御提案は、非常に重要な視点であると認識しております。 

現在、厚生労働省においては、子宮頸がん予防として９価ワクチンの定期接種化やキ

ャッチアップ接種の実施など、女性を対象とした施策を優先的に進めております。男性

のＨＰＶ定期接種については、ＨＰＶ感染症を原因とする疾病予防の観点から、ワクチ

ンの有効性、安全性、費用対効果など多方面からの情報を基に、継続的に国で審議され

ている状況にあります。 

また、特定の自治体において接種費用の独自助成が実施されていることは承知してお

りますが、現時点では数は少なく、県内では実施されていない状況にあることから、調

査を進めるよう担当課に指示したところであります。しかしながら、どこでも等しく接

種が受けられる公平性の観点などから、国の責任において全国一律の定期接種とするこ

とが最良の方法であると考えております。 

当市における男性へのＨＰＶ公費助成については、今後も、国の動向や他自治体の動

向、市民の皆様のニーズを注視しながら、対応を検討してまいります。何卒ご理解を賜

りますようお願い申し上げます。 

（令和 8年 3月 18日回答） 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 


